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4 CIRAS Discussion Paper No.95 ૷͍ͱنൣ̏ʕʮ఻౷ʯͱʮφショφϧʯΛ໰͍௚͢
　本ディスカッション・ペーパ 『ー装いと規範３─「伝統」と「ナショナル」を問い直す』










Discussion Paper No. 80を2018年３月に刊行）、2019年２月９日開催の第２回（成果
として帯谷知可・後藤絵美編『装いと規範２─更新される伝統とその継承』CIRAS 
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り口になるのかもしれないと思われた。
　本ディスカッション・ペーパーは、新学術領域研究（領域提案型）「グローバル秩序の溶
解と新しい危機を超えて─関係性中心の融合型人文社会科学の確立」（「グローバル関
係学」、領域代表：酒井啓子、千葉大学法政経学部教授、研究課題／領域番号1801）計画研
究B01「規範とアイデンティティ─社会的紐帯とナショナリズムの間」（研究代表者：酒
井啓子、研究課題／領域番号16H06549）の2019年度の成果の一部として刊行するもの
である。
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